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５．沈下の現状 

5.1 豊岡盆地の地盤沈下 

豊岡盆地は、主に円山川と出石川が形成した氾濫平野と扇状地性低地からなり、周辺の山地

丘陵地は標高が 200～400ｍの低山帯となっている。豊岡盆地の地盤構成(沖積層)は、上位より

ゆるい砂を主体とした砂層と軟弱な粘性土を主体とした粘土層が分布し、その厚さは豊岡市付

近より下流域部では 30～40m に達している。また、この下位には沖積基底層にあたる砂礫層が

分布している。 

このように軟弱層が発達している豊岡盆地は、全国の軟弱地盤地帯のひとつに認められてお

り、10 年間で約 20cm の沈下が観測されている。また、累積沈下量は、南魚沼（新潟県）、筑

後・佐賀平野（佐賀県）に匹敵する（図-5.1.1）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【資料】環境省「全国地盤沈下地域の概況(平成 11 年度)」に近畿地整豊岡河川国道事務所沈下計測データを追加 

図-5.1.1 全国地盤沈下地域の概況                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

近畿地整豊岡河川国道事務所沈下計測データ 
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